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歳月をかけてじっくりと取り組んできた完成度の高い

製品ですから、当初のシステムが現在のシステムに比

べて劣るということは決してありません」。

レベルの高い管理システムと
スムーズな出納で運用効率アップ
「オートライブ」の最たる特長は、その管理能力に

ある。図書館システムと連動したオートライブサー

バーにより、書庫に保管してある図書の利用状況、

保管状況がリアルタイムに確認できるので管理レベ

ルが飛躍的に上がる。また年々増加する一方の閉架

書庫の蔵書も、このシステムによってどのサイズがあ

と何年で満杯になるかを確認することができるとい

う。これらの管理システムにより、すべての本をチェッ

クしなければならない従来のような棚卸しはなくな

り、図書館職員の作業は大幅に軽減される。

そして大きなメリットは、利用者へのサービスがよ

り向上することだ。「オートライブ」の高速出納システ

ムは、要求図書の最初の取り出しに約2分、その後
は約30秒間隔で連続取り出しが可能だ。また図書を
返却する場合も、できるだけステーションに近いコン

テナを使用するため、待ち時間も少ない。出納がスムー

ズだから、利用者も読みたい本、借りたい本を遠慮

なくリクエストできる。そして図書館の職員も取り出

し、返却作業が簡単操作にできるので、これにより

出納業務とカウンター業務の両方を兼務することが

できる。

従前に納入した図書館サイド、つまりユーザー側か

らの要望を加味して、現在は蔵書点検システムを導入

している。閉架書庫には人間が踏み入ることがない

ので、目で蔵書を確認することができない。それを

解決するために、コンテナ内の最新の収納状態を画

像データで保存できるようにした。

「今後はICタグとの連動を含め、より使い勝手の

よい製品へとさらに研究・開発をしています。図書館

のさらなる活用度、利用者の満足度の向上を一層目

指していきたい」。

日本ファイリング株式会社

関東大震災の経験から燃えにくいス
チール製家具の必要性を確信し、大正
13年（1924）東京鋼鉄家具製作所とし
て創業。日本で初めてスチール家具の
工業生産に着手した。「より良い保管シ
ステムを提供する」をモットーに、官公
庁や文教施設、工場、物流センター、
病院などにスチール棚を中心とした保
管設備・機器を納入。豊富な経験を先
端技術に活かしながら、ユーザーが求
める“より進化した、より使いやすい”保
管システムを提供する。

問い合わせ ☎03-5294-3011（代）
http://www.nipponfi ling.co.jp/

●サイズ別フリーロケーションの採用により、蔵書量を増やすことが可能に

サイズ別コンテナをL字型のアングルで効率よく格納す
るラック構造。ラックの支柱は転倒が生じにくい構造
で、震度７（相当）以上でも耐える堅牢な造り
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国内トップシェアを誇る
集密書架発想と技術を自動書庫に
戦後間もなく熊本市で測量機器等の

販売会社として創業した金剛は、昭和

32年（1957）、日本の黎明期にスチー
ルロッカー・キャビネット、金庫・鉄扉

のメーカーに転身。その後、書架・棚、

移動棚、電動棚など独自の製品を市場

に投入して、スチール家具のパイオニア

として呼び名を馳せた。特に免震移動

棚は '95年の阪神淡路大震災の時に安
全性が実証され、お客様より高い評価

を頂くことになる。図書館の開架書架

も免震書架を開発し、全国の図書館に

採用が拡がっている。

メーカーとして大きな契機を迎えた

のは、昭和49年（1974）、ハンドル操
作による移動棚の開発によるものだ。

この移動棚はチェーン駆動によってラックがレール上

を移動するため、棚通路が開き、省スペースでも収

納力が大幅に上がるという製品。図書館はもちろん、

官庁や企業などが次々に採用し、国内シェアの50％
を誇った。

それらの卓越したアイディアと技術を活かして開発

されたのが、自動書庫「ブックロボ」だ。平成9年に
発売。1号機は早稲田大学への納入になった。　
開発本部本部長の中村卓也氏は「すでに弊社では、

大手出版社や化粧品会社など物流分野で、棚からピッ

キングする自動倉庫ラックロボを開発していました。

そのシステムを図書館向けに開発したのがブックロボ

です。製品は、固定ラックで通路ごとにスタッカーク

レーンを設置するＩ型と、可動ラックで1台のスタッ
カークレーンがすべての作業を行うＭ型の２種類。Ｉ

型は出納頻度の高い図書館資料の保

管・収納に効果を発揮。Ｍ型は固定ラッ

クに比べ、同じ設備スペースで格段に

収納効率が向上するため、高密集の保

管・収納に最適です」と話す。

図書を格納する際、金剛の特徴であ

るコンテナ回転装置は、手前（片面）

だけでなく背面（両面）にもその場で

格納ができる。さらに「ブックロボ」に

は特定コンテナ管理ができ、IDを持

たない新聞原紙や製本前雑誌ほか、

バーコードやICタグ管理前の図書の一

時保管、研究室が手狭になった場合の

教員の図書も管理できるのだという。

「入れた本がどこにいったかわからな

くなる、というのが図書館様としてもっ

ともお困りの点とうかがっています。こ

うした人為的な格納ミスを防止するた

め、ブックロボの出納口には図書のバーコードやIC

タグの読み忘れ防止センサを装備しています。また、

操作する方の安全性にも配慮して、コンテナ回転時

の巻き込み防止や図書の間違い防止など出納作業を

お
客
様
と
の
対
話
に
真
摯
に
向
か
い
合
い

愚
直
な
ま
で
に
製
品
開
発
に
取
り
組
む

利
便
性
と
安
全
性
を
考
慮
し
た

付
加
価
値
の
高
い
シ
ス
テ
ム
を
考
案

金剛株式会社 「ブックロボ」

図書館が変わる。

　　　のソリューション　　　の新時代

震度5以上の地震が発生すると、
感震装置が作動して全システム
を自動的に、安全に停止させる
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安全に使いやすくするため、約30項目のエラーメッ
セージでお伝えします。仕様は柔軟に変化させ、さら

にお客様の要望にお応えしていきたいと思います」

災害、トラブルサポートも万全
金剛は前述の移動棚開発を進める中で、安全性に

も積極的に取り組み、移動棚の静的な転倒・応用解

析を実施して、免震性の製品開発を始めた。「ブック

ロボ」にはその研究成果が活かされている。震度5
以上の地震が発生すると、感震装置が作動して全シ

ステムは自動的かつ安全に緊急停止し、設備の故障

を防ぐという。保管ラックは震度７に耐える耐震設計、

そしてコンテナ落下防止装置を施している。

「災害対策はこれからの社会に求められる大きな責

任」と社長の田中稔彦氏は自ら明言する。「弊社の

製品は地震対策や安全性に意識的に取り組んでいま

す。ブックロボは耐震性だけでなく無停電装置UPS

システムを装備しているので、停電時にはシステムが

安全に停止します。」

安全面の強化という点では、システムトラブルに対

応した頼もしいサポート体制も万全を期している。東

京と熊本の本社からシステムを常に24時間監視し、
システムエラーが発生した場合でも迅速に復旧する

機能とサービス体制を構築。オンコールによる窓口

対応をはじめ、オンサイトによる現場対応、技術員

派遣によってトラブルに対応する。また年1回の定期
点検を実施することで、部品の調整やセンサの動作

確認など機械や制御関係をはじめ、データベースの

最適化やログを確認。コンピュータ機器やソフトの

点検も実施している。

新時代に求められる開発に意欲
「金剛は営業、製造、開発が一体となって図書館

のユーザーと接する機会を多く持ち、お客様の声を

頻繁に吸い上げています。利用者の方が図書館に何

を望まれているのか。図書館を運用している方々が、

我々メーカーに何を求めているのか。それが開発ポ

イントになります。図書館の現場では、サービスの多

様化や専門性が進展しています。自動書庫他のシス

テムを活用しながら、サービスの質を向上していく。

単にシステム任せではなく、活用することが重要と考

えます。書架メーカーも必然的にITや機能を付加さ

せながら、お客様の価値創造をサポートして参りま

す。図書館の現場の変化に、対応できるようにブック

ロボも進化させていきます。

“新時代のソリューションは、ユーザーのもっとも近い

場所にある”。金剛はそれを常に胸に刻み込んでいる。
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Mタイプ
1台のスタッカーク
レーンが全ての作業
を行うため、格段に
収納効率が向上する

Ｉタイプ
固定ラックの通路ご
とにスタッカークレー
ンを設置。出納サイ
クルが高速

金剛株式会社

昭和22年創業。オフィス家具の販売からスチール家具のメー
カーに転身。施設をトータルプランニングできるパートナーと
して、全国の大学図書館や公立図書館、博物館や美術館への
納入実績を持つ。免震システムや貴重な資料を保護する環境
保全分野にも独自の技術を持ち、高い評価を得る。利用者本
位のデザインや使い
勝手を追求し、より
充実した図書館サー
ビスを提供する。移
動棚メ―カーとして初
めての品質マネジメン
トシステムISO9001
の認証を取得

【問い合わせ】 ☎096-355-1111
http://www.kongo-corp.co.jp/

納入実績先　　　　　　　　計画収納冊数
早稲田大学中央図書館　　　50万冊（Ｍタイプ）
金沢大学自然科学系図書館　47万冊（Ｉタイプ）
九州大学伊都図書館　　　　80万冊（Ｉタイプ）
立教大学新座図書館　　　　20万冊（Ｍタイプ）
成蹊大学情報図書館　　　　72万冊（Ｉタイプ）
獨協大学図書館　　　　　　71万冊（Ｉタイプ）
聖マリアンナ医科大学
医学情報センター・図書館　20万冊（Ｉタイプ）
國學院大學図書館        　　100万冊（Ｉタイプ）
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「無人貸出」「自動棚卸」「予約本
優先取出」という日本初の３つの
機能を搭載
スチール家具のトップシェアを誇る岡

村製作所。実は意外なほど知られてい

ないが、その歴史は先進技術を駆使し

たハイテクメーカーとしての幕開けだっ

た。昭和20年（1945）、技術者集団に
よって「協同の工業・岡村製作所」を

創業。戦後初の国産軽飛行機Ｎー 52
を完成させ、その後は日本初のFF・

AT自動車「ミカサ」の開発など「動く

ものへのこだわり」は尽きず、岡村製

作所は常に時代の先端を走ってきた。

そんな岡村製作所が「メディアラン

ナー」の製品化に成功し、平成22年1月、
自動書庫業界に参入した。岡村製作所

の広報担当者は「当社の歴史を見ても

らえばおわかりのように、オカムラは常

にオリジナルの技術を生み出してきました。従来通り

のバーコードでの運用はもちろんのこと、それだけに

とどまらず、メディアランナーにはオカムラならではの

視点と技術が集約しています。」と語る。

事実、岡村製作所では昭和37年
（1962）には自社工場内に自動倉庫
を導入。その後、スタッカークレー

ン式自動倉庫を開発、昭和53年
（1978）には世界初の水平回転棚
「ロータリーラック」が誕生、国内外

に数百ヶ所という自動倉庫、自動生

産ラインを納入した。一連の技術開

発を見れば、自動書庫への布石を打っ

ていたことがわかる。

「メディアランナー」の大きな特長は

３つ。利用者のセルフ化を進めるため

に、「無人貸出」、「自動棚卸」、「予約

本優先取出」という日本初の機能を搭

載している。

「無人貸出」は現在、各図書館で導

入が進められているICタグと連動させ、

学内の端末から借りたい本を呼び出し、

出納ステーションのICリーダーで照合。

その際の読み取り率は99％以上と言わ
れ、他社が追随できない最も大きな技

術だという。また、その時にリクエスト

した本以外に借りたい本が見つかれば

「追加貸出」も可能。解読しにくい背

表紙の本でも操作画面に配架位置が

表示され迷うことはないという。

「出納ステーションで貸出、返却処

理が行われる際に、図書に付いている

ICタグを自動で確認して、図書の在荷

状況をチェックします。それによって誤操作やいたず

らを防止できます。つまりメディアランナーなら完全

に無人の状態で貸出ができるので、24時間の運用も
可能なのです。」とのこと。
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株式会社 岡村製作所 「メディアランナー」

図書館が変わる。

　　　のソリューション　　　の新時代
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そして、「自動棚卸」については、搬送クレーンによっ

てコンテナをICリーダー設置場所まで自動搬送して、

ICタグを読み取るので在庫が常にチェックでき、自

動的に棚卸しをすることができるという。そして、3
つ目の「予約本優先取出」は、自社技術の水平回転

棚「ロータリーラック」などを活用して、先に予約し

た本を自動的にラックに載せ、コンテナから取り出す

までの時間を短縮している。

「開発・生産部門を含め、プロジェクトチームを結

成し、今まで図書館に携わっていなかった担当者が

横断的に交わり、さまざまなアイディアが生まれまし

た。また導入にあたっては資料保存スペースの狭あい

化の解消のためだけの自動書庫でよいのか、費用対

効果、労務軽減の可能性などを総合的に判断する必

要性があります。オカムラはグローバルな情報化社会

に対応する次世代の大学図書館の姿を見据え、デジ

タルコンテンツとの融合やICタグの将来など、さま

ざまな点を考慮し開発を行っています。」

図書館を変えるもうひとつの発想
人と情報を結ぶ「メディアラウンジ」
さらに岡村製作所は「図書館ソリューションの視点

でお客様がお困りの点を調査し、多様な製品群とサー

ビスでサポート致します。」と話す。

「自動書庫『メディアランナー』は空間と時間の効

率化を担うマテリアルハンドリング商品ですが、もう

一方では全く違う見方で図書館全体を見据えたトー

タル提案を行ないます。例えば大学図書館を中心と

した共有空間向けに開発された『メディアラウンジ』

シリーズは“ラーニングコモンズ”において、ヒト・情

報との偶発的な出会いを誘発し、知的創造空間を演

出する、いわば『場』づくりをコンセプトに開発され

たコミュニケーション什器シリーズです。」

たしかにオカムラの商品群は多岐に渡るうえ、グッ

ドデザイン賞を受賞した「自在に棚が可変する書架」

や「極限まで簡素化したLED照明付閲覧机」など“使

用者観点”の商品が多い。「現在の文化・教育施設に

求められている『学びの空間づくり』は、一方通行の

情報供給や単なる『知』の集積だけでなく、相互参

加型や成果発表を含めた『アクティブラーニング』の

発想が必要不可欠となっております。また、出納や蔵

書点検の効率化の成果として、図書館員の皆様には

対面サービスの充実や、運営向上のための知的創造

業務など、人にしかできない活動に注力していただき

たいと思っております。」

岡村製作所は海外を含め多くの企業オフィスや生

産現場への納入で培った業務改善ノウハウを有し、

経営的視点でファシリティマネジメントを行えること

が特徴だ。

イノベーションという視点で、革新的な発想と技術

の融合を目指した結果、自動書庫の可能性を広げ、

様々な新機能を実現した岡村製作所。自動書庫から

始まる図書館および教育現場のトータルソリューショ

ンの実現が総合什器メーカーの「強み」である。

予約図書の一時待機
装置として、垂直に回
転する棚を採用。この
垂直回転棚は縦方向に
正・逆回転が可能だ

株式会社 岡村製作所

昭和20年（1945）、航空機製造の技術者によって横浜市磯
子区岡村町に「協同の工業・岡村製作所」がスタート。戦後初
の国産飛行機や国産初のFFオートマチック車「ミカサ」を製造。
最先端技術を培いながら、オフィス家具、ホームインテリア家
具、産業用ロボットなどの製造、またIT時代の多様なワークス
タイルに対応した新製品開発、海外との業務提携などでグロー
バルブランド化を図る。平成20年6月、アメリカ・シカゴに常
設のショールームを開設、平成21年2月には ｢オカムラいすの
博物館｣ を開設した。

【問い合わせ】お客様サービスセンター 70120-81-9060
http://www.okamura.co.jp/ 
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国立情報学研究所のNACSIS-CAT品質管理室

では，日々大学図書館等の参加館から寄せられる

NACSIS– CAT に関する質問への回答や，書誌調

整の業務を行っています。

NACSIS-CATは共同分担入力方式により，総

合目録データベースを構築し，NACSIS-ILLを通

じて図書館間の相互利用に活用することで，我が国

の学術情報流通を支える不可欠な基盤となっていま

す。2009年度末現在の参加館数は1,234館，登録
数（図書所蔵登録件数）は1億500万件以上にのぼ
ります。書誌ユーティリティと言われるNACSIS-

CATですが，参加館と共に作り上げ，一緒になっ

て運用するのがNACSIS-CATたる所以です。水

道に例えると，泉から湧き出る水（データ）を集め，

利用者に提供する水道（書誌情報）が，人間生活（学

術情報）の基盤であるとすれば，各参加館から共同

分担入力で構築した書誌データを，効率的かつ高品

質に利用者に提供するためには，○○の天然水とい

うような清らかなデータが参加館の皆さんから送ら

れてくる（そしてそれをみんなで維持する）ことが，

品質上最も大切なことはいうまでもありません。

品質管理室のスタッフは図書・雑誌に分かれ，図

書担当は7名，雑誌担当は5名，全体を総括する

CATアドバイザー 2名という体制で業務を行って
います。図書のQ&A受付件数は昨年度の統計で年

間約890件，重複報告は約5,200件，修正報告は約

1,400件ありました。報告窓口がwebからのツール

として用意されてから，報告数は年々増加傾向にあ

ります。雑誌ではQ&Aの他，書誌レコード新規作

成・修正報告の検証や，変遷報告を受けて変遷マッ

プ作成等を行っています。

書誌調整したレコードについては，年6回の「レ

コード調整連絡」で所蔵館に連絡します。所蔵の付

替えの報告や依頼，また所蔵館への要連絡事項にあ

たる修正について連絡をしています。

目録とは，必ずしも1つの正しい形があるのでな
く，カタロガーによる解釈の違いで，少し違ったも

のになることがあります。また，作成された時点で

の問題はなくても，続編等が出版されたことにより，

調整が必要となってくる例もあります。共同構築・

共同利用の精神に則り，書誌調整は「誤りでなけれ

ば最初に作られた書誌を尊重する」「データが正確

かつ豊富になるように修正する」ことが基本です。

原則として，データの作成館と発見館との協議によ

り，作成館が修正をすることがマナーですが，双方

の協議がうまくいかなかった場合等必要があれば，

品質管理室にて調整のお手伝いをします。

Q&Aに寄せられる質問についても，各種目録規

則をはじめ，『コーディングマニュアル』や『目録

情報の基準』に立ち返って，参加館の共有材として

ルールに則った回答を心がけていますが，利用者や

参加館の目線にたって不都合はないか，過去の回答

と齟齬がないかなど，実は品質管理室でもひとつひ

とつに神経を使いながら回答しています。

国立情報学研究所では，総合目録データベースの

円滑な運用のための調整役として品質管理業務を

行っていますが，NACSIS-CATの日々の品質管

理そのものは，参加館全体の共同責任であることを

あらためて参加館の一人一人が認識し，利用してい

ただくことをこの場を借りて，お願いする次第です。

このように，NACSIS-CAT品質管理室は資料

をもたない，しかし，日本の学術情報流通を支える

重要な目録の現場です。

《国立情報学研究所学術基盤推進部学術コンテンツ課NACSIS-CAT品質管理室》

目録作成の現場
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IAAL認定試験の結果集計を担当した人から、AKEYとFTITLEの正答率がいつ

も低いという事を聞きました。これらは知らなくても目録作業はできますが、効率的

で正確な仕事をするためには有効なツールであり、知らないのはとてももったいない

事だと思います。そこで今回は、これら二つの検索方法についてご説明しようと思い

ます。

まずAKEYですが、これはTRフィールドの一部を検索インデクスとして切り出すも

のです。和書と洋書で切り出し方法が異なりますが、検索の際に便利なのは洋書の

方ですので、洋書についてのみご説明します。

洋書（正確にはTTLLがjpn以外のもの）の場合、TRフィールドの先頭の4語から、

それぞれ先頭の3文字、1文字、１文字、1文字を切り出してつなげます。

例えば“Introduction to German law” というタイトルであれば、下線部分を切

り出してつないだ“InttGl” となります。（元の単語との対応が見やすいように大文

字小文字を元の単語と同じにしてありますが、通常のTITLEKEYと同様、検索の際

には大文字と小文字は区別されません。）

ためしに“Introduction to German law” をTITLEとして検索すると51件もヒッ

トしますが、AKEYを使えば14件しかヒットしません。少ないキータッチで、よりノイ

ズの少ない検索をするという、効率的な検索が可能となるわけです。

注意していただきたいのは、切り出す語はストップワードなどは関係なく冠詞や前

置詞もすべて対象になる事、切り出した文字はAKEYの検索フィールドにスペースを

空けずに続けて入力する事、タイトルが４語に満たない場合は「 / 」以下の責任表

示からも続けて切り出される、という点です。

次にFTITLEです。これはタイトルの完全一致を求めます。

例えば、“Architect”というタイトルの本を検索しようとしてTITLE= “ Architect”

で検索すると、1,056件もヒットしてしまいます。これは、“Architect”というタイト

ルのものだけでなく、タイトル中に“Architect”という単語を含むものがすべてヒッ

トするからこのように大量になってしまうのです。FTITLE=“Architect”ならば、タイ

トルが“Architect”であるもののみを検索しますので、検索結果は4件だけになり

ます。

また、このようにタイトルが少ない語数で成り立っている時だけでなく、一般的な

語句で構成されていて検索結果が大量になる場合にも、語順がインデクスに反映

されますので効果的です。この場合は単語の間のスペースや記号は詰めて検索キー

と し ま す。 先 ほ どAKEYの と こ ろ で 検 索 し た 例 で は、FTITLE=

“IntroductiontoGermanlaw”としても4件だけヒットします。

プロのカタロガーとして効率的で正確な検索を行うために、ぜひ活用されてはい

かがでしょうか。

（IAAL事務局：K生）




